
≪第５章≫⽬標達成のための施策と実施主体

この章では第３章で掲げた基本理念や基本方針、
また、第４章の目指すべき交通ネットワークの考え
方を踏まえ、実施する施策や取組を示します。

第5章 構成．. ．

１ 施策の体系
２ 個別施策
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１ 施策の体系

施策

基本方針

基本理念
身近な移動手段が充実した、暮らし続けたい“ちばのまち”

～“地域”と“ひと”に着目した乗りたくなる交通環境づくり～

身近に感じ、安全・安心で、持続可能な交通サービスの実現

Ａ
．
よ
り
使
い
や
す
い
公
共
交
通
を
実
現
す
る

Ｂ
．
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組

Ｅ
．
公
共
交
通
の
“フ
ァ
ン
”
を
増
や
す

Ｄ
．
公
共
交
通
の
認
知
度
・
理
解
度
を
高
め
る

Ｆ
．
公
共
交
通
の
安
全
性
を
高
め
る

Ｇ
．
利
用
等
の
者
マ
ナ
ー
の
周
知
・
啓
発
に
努
め
る

Ｈ
．
災
害
等
の
非
常
時
へ
の
対
応
力
を
高
め
る

都市の魅力向上に資する交通サービスの実現

Ｃ
．
マ
イ
カ
ー
流
入
量
を
抑
え
る

Ｉ
．
混
雑
緩
和
・乗
継
利
便
性
向
上

Ｊ
．
交
通
結
節
点
を
強
化
す
る

「道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
」と

「道
路
施
設
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
推
進
す
る

Ｋ
．

Ｎ
．
自
転
車
等
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
す
る

Ｍ
．
移
動
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
価
値
を
探
求
す
る

Ｌ
．
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
を
つ
く
る

地域の暮らしを支える交通サービスの実現

Ｑ
．
地
域
に
合
わ
せ
た
移
動
手
段
の
確
保

目標

①
公
共
交
通
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る

②
“
身
近
に
感
じ
る
”仕
掛
け
を
ち
り
ば
め
る

③
安
全
・
安
心
へ
の
不
断
の
取
組

④
混
雑
緩
和
等
に
よ
る
快
適
性
の
向
上

⑤
移
動
目
的
の
創
出

〜
目
的
地
づ
く
り
と
楽
し
い
移
動
〜

⑥
移
動
に
困
難
を
抱
え
る

「
地
域
」へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

⑦
移
動
に
困
難
を
抱
え
る

「
方
々
」へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

Ｏ
．
地
域
の
生
活
路
線
の
維
持
確
保
・効
率
化

Ｓ
．
移
動
し
や
す
い
環
境
を
創
出
す
る

Ｒ
．
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進

Ｐ
．
公
共
交
通
不
便
地
域
等
へ
の
対
応

※施策体系の全体は参考資料を参照

１ 施策の体系

施策 Ａ
．

Ｂ
．

Ｅ
．

Ｄ
．

Ｆ
．

Ｇ
．

Ｈ
．

Ｃ
．

Ｉ
．

Ｊ
．

Ｎ
．

Ｍ
．

Ｌ
．

Ｑ
．

Ｏ
．

Ｓ
．

Ｒ
．

Ｐ
．

具体的

取組

Ｋ
．

N
o
.

１

標
準
的
な
バ
ス
情
報
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
の
推
進

N
o
.

２

訪
日
外
国
人
や
居
住
外
国
人
を
想
定
し
た
多
言
語
化
の
促
進

N
o
.

３

公
共
交
通
の
環
境
改
善
（パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
、
サ
イ
ク
ル
＆
ラ
イ
ド
等
）

N
o
.

４

自
動
運
転
やM

a
a
S

等
の
技
術
革
新
を
と
り
こ
ん
だ
交
通
体
系
の
検
討
事
業

N
o
.

５

鉄
道
施
設
等
の
更
な
る
低
炭
素
化

N
o
.

６

モ
ノ
レ
ー
ル
の
更
な
る
低
炭
素
化

N
o
.

７

路
線
バ
ス
等
の
更
な
る
低
炭
素
化

N
o
.1
0

公
共
交
通
に
関
す
る
普
及
啓
発

N
o
.1
1

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

N
o
.1
2

バ
ス
事
業
者
の
表
彰
の
実
施

N
o
.1
3

ち
ば
モ
ノ
レ
ー
ル
祭
り
等
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

N
o
.1
4

京
成
バ
ス
・
お
客
様
感
謝
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

N
o
.1
5

モ
ノ
レ
ー
ル
施
設
（イ
ン
フ
ラ
部
）の
更
新
改
良

N
o
.1
6

ホ
ー
ム
ド
ア
の
整
備

N
o
.1
7

自
動
障
害
物
検
知
装
置
更
新

N
o
.1
8

公
共
交
通
利
用
者
の
マ
ナ
ー
の
周
知
・
啓
発

N
o
.1
9

市
民
へ
の
交
通
安
全
に
係
る
普
及
啓
発

N
o
.2

0

高
齢
者
等
の
運
転
免
許
自
主
返
納
の
促
進

N
o
.2

1

事
業
者
間
の
連
絡
体
制
構
築

N
o
.2

2

バ
ス
車
両
の
避
難
場
所
確
保

N
o
.2

3

災
害
時
に
お
け
る
モ
ノ
レ
ー
ル
施
設
か
ら
沿
線
施
設
へ
の
電
力
供
給

N
o
.2

5

快
適
性
向
上
に
向
け
た
継
続
的
な
対
話

N
o
.2

6

幕
張
豊
砂
駅
（幕
張
新
都
心
拡
大
地
区
新
駅
）整
備
の
推
進

N
o
.2

7

海
浜
幕
張
駅
（蘇
我
方
）へ
の
改
札
口
新
設

N
o
.2

8

東
幕
張
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
駅
前
広
場
整
備

N
o
.2

9

連
接
バ
ス
車
両
の
更
新

N
o
.3

0

蘇
我
駅
東
口
駅
前
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

N
o
.3

1

稲
毛
駅
東
口
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

N
o
.3

2

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
と
道
路
施
設
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

N
o
.

８

駐
車
場
の
附
置
義
務
の
台
数
緩
和
制
度
の
検
討
・
運
用

N
o
.3

3

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進

N
o
.3

4

西
銀
座
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

N
o
.3

5

イ
ベ
ン
ト
列
車
等
の
運
行

N
o
.3

6

コ
ラ
ボ
事
業
の
展
開

N
o
.3

7

船
橋
〜
千
葉
（
現

京
成
船
橋
〜
千
葉
中
央
）間
開
業1

0
0

周
年
記
念
施
策

N
o
.3

8

自
転
車
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

N
o
.3

9

自
転
車
安
全
利
用
の
促
進

N
o
.4

0

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
促
進

N
o
.4

1

自
転
車
の
環
境
整
備

N
o
.4

3

地
域
公
共
交
通
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度

N
o
.4

5

新
た
な
移
動
手
段
の
確
保
に
向
け
た
検
討
・
支
援

N
o
.4

7

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
導
入

N
o
.4

2

若
葉
区
泉
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
維
持
確
保
・
効
率
化

N
o
.4

8

地
区
別
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
の
策
定
・
推
進

N
o
.4

9

鉄
道
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進

N
o
.5

0

モ
ノ
レ
ー
ル
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進

N
o
.5

1

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
導
入
促
進

N
o
.5

2

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
（Ｕ
Ｄ
）
タ
ク
シ
ー
の
導
入
促
進

N
o
.5

3

障
害
者
定
期
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化

N
o
.5

4

駅
係
員
お
よ
び
運
転
士
の
サ
ー
ビ
ス
介
助
士
資
格
の
取
得

N
o
.5

5

福
祉
有
償
運
送
事
業
者
へ
の
支
援

N
o
.5

6

階
段
の
昇
り
降
り
が
困
難
な
高
齢
者
等
へ
の
支
援

N
o
.5

7

重
度
障
害
者
（児
）等
へ
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

N
o
.4

6

地
域
の
多
様
な
輸
送
資
源
を
活
用
し
た
移
動
手
段
の
確
保

N
o
.

９

市
職
員
へ
の
エ
コ
通
勤
や
マ
イ
カ
ー
利
用
削
減
の
啓
発

N
o
.4

4

複
数
の
市
町
村
に
ま
た
が
っ
て
走
る
広
域
的
な
路
線
バ
ス
（地
域
間
幹
線
系
統
）の
維
持
確
保
・効
率
化

N
o
.2

4

継
続
的
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保

※施策体系の全体は参考資料を参照
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２ 個別施策
目標 ①公共交通の持続可能性を高める 取組に関係する交通モード

施策 Ａ．より使いやすい公共交通を実現する

①施策の目的

市民や観光客等の来街者にとって、より使いやすい公共交通を実現することで、公共交通ネットワーク全体の持続可能性を高める。

②取組の内容

③主な実施エリア 市内全域

④取組の主体・役割

【No．１ 標準的なバス情報フォーマットによるオープンデータ化の推進】

千葉市 •ダイヤ編成システムの導入及び改修支援、会社間を越えた分析・検討等、関係者調整

交通事業者 •運行情報の作成、管理、実施計画の作成、整備、オープンデータ化

市民・企業
•ダイヤ編成システムの改修、オープンデータを活用した二次利用の推進、積極的な日常
管理及び利用

その他 •国や有識者によるオープンデータ化推進支援

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No．１ 標準的なバス情報フォー
マットによるオープンデータ化の
推進】

【No．１ 標準的なバス情報フォーマットによるオープンデータ化の推進】
バスの運行情報を経路検索サービスなどに適切に反映させ、バス路線の認知度向上による潜在需

要の掘り起こしを図るため、国土交通省が定めたフォーマットでバス運行情報を作成し、オープン
データ化する。
オープンデータ化の早期実現に向け、市は短期的な支援策の検討を進める。

順次、導入

ワンソース・マルチユースのイメージ

２ 個別施策
目標 ①公共交通の持続可能性を高める 取組に関係する交通モード

施策 Ａ．より使いやすい公共交通を実現する

①施策の目的

市民や観光客等の来街者にとって、より使いやすい公共交通を実現することで、公共交通ネットワーク全体の持続可能性を高める。

②取組の内容

③主な実施エリア 市内全域

④取組の主体・役割

【No．2 訪日外国人や居住外国人を想定した多言語化の促進】

千葉市

交通事業者 •順次導入

市民・企業

その他

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No．２ 訪日外国人や居住外国
人を想定した多言語化の促進】

順次、導入

【No．２ 訪日外国人や居住外国人を想定した多言語化の促進】
訪日外国人や居住外国人の増加に的確に対応し、分かりやすい案内を実現するため、取組を進める。

ピクトグラム化の例 駅ナンバリング・多言語化の例 音声翻訳機の例
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２ 個別施策
目標 ①公共交通の持続可能性を高める 取組に関係する交通モード

施策 Ａ．より使いやすい公共交通を実現する

①施策の目的

市民や観光客等の来街者にとって、より使いやすい公共交通を実現することで、公共交通ネットワーク全体の持続可能性を高める。

②取組の内容

③主な実施エリア 市内全域

④取組の主体・役割

【No．３ 公共交通の環境改善】

千葉市 •関係者調整

交通事業者 •実施計画の作成、整備工事

市民・企業 •積極的な日常管理及び利用

その他

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No．３ 公共交通の環境改善】 順次、導入

【No．３ 公共交通の環境改善】
公共交通の利便性向上に資するパーク＆ライド、サイクル＆ライドや、バス停

へのベンチの新設・改修等に係る費用を市・交通事業者が分担して整備し、地
域が日常管理に貢献する等、関係者が一体となって環境改善を図る。

パークアンドライド サイクルアンドライド

２ 個別施策
目標 ①公共交通の持続可能性を高める 事業に関係する交通モード

施策 Ａ．より使いやすい公共交通を実現する

①目的

市民や観光客等の来街者にとって、より使いやすい公共交通を実現することで、公共交通ネットワーク全体の持続可能性を高める。

②取組内容

【No.４ 自動運転やMaaS等の技術革新をとりこんだ交通体系の検討事業】
自動運転バスによる新たな移動サービスの提供により、その時々の交通事情等に
応じたモビリティサービスの選択を可能とし、すべての人がストレスなく
付加価値のある快適な移動を享受できる社会を実現する。
さらには、将来的には自動運転技術の活用による運転手の無人化により、
運転手不足の解消を進める。
また、電車や路線バス等の既存公共交通と新たなモビリティサービスに加え、
商業施設やホテル、病院等の他分野も含め、 街での移動や宿泊、飲食、購買等が
１つのアプリケーションで可能となるＭａａＳの実現を目指す。

③主な実施エリア 幕張新都心地区

④実施主体と役割

【N.o.４ 自動運転やMaaS等の技術革新をとりこんだ交通体系の検討事業】

千葉市 • コンソーシアムの運営、実証実験の調整、全体統括

交通事業者 •保有する情報や技術の共有、モビリティサービスの提案 など

市民・企業 •保有する情報や技術の共有、技術や移動ニーズの提案 など

その他 ー

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【N.o.４ 自動運転やMaaS等
の技術革新をとりこんだ交通体
系の検討事業】

イメージの明確化・サービス実装の検討 サービス拡大に向けた検討
サービス実装

(一部)

⾃動運転バス実証実験の様⼦ MaaSイメージ
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２ 個別施策
目標 ①公共交通の持続可能性を高める 取組に関係する交通モード

施策 Ｂ．脱炭素社会の実現に向けた取組

①施策の目的

脱炭素社会の実現に向け、自家用乗用車に比べて輸送量当たりのCO₂排出量が小さいという公共交通の強みを活かし、磨き上げ、ゼロカーボンな
どの脱炭素社会の実現に貢献する。

②取組の内容

③主な実施エリア 各駅 及び 各車両等

④取組の主体・役割

【No.5 鉄道施設等の更なる低炭素化】

千葉市

交通事業者 •順次導入

市民・企業

その他

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No.5 鉄道施設等の更なる低炭
素化】

順次導入

【No.５ 鉄道施設等の更なる低炭素化】
車両更新に際して、より低炭素な車両を導入する。
駅舎や各車両等の鉄道施設に設置されている照明をLEDに

変更する。

２ 個別施策
目標 ①公共交通の持続可能性を高める 取組に関係する交通モード

施策 Ｂ．脱炭素社会の実現に向けた取組

①施策の目的

脱炭素社会の実現に向け、自家用乗用車に比べて輸送量当たりのCO₂排出量が小さいという公共交通の強みを活かし、磨き上げ、ゼロカーボンな
どの脱炭素 社会の実現に貢献する。

②取組の内容

③主な実施エリア 千葉都市モノレール沿線

④取組の主体・役割

【No.6 モノレールの更なる低炭素化】

千葉市 •モノレール車両購入費補助、電力貯蔵装置の製造・設置

交通事業者 【千葉都市モノレール】・車両の製造、電力貯蔵装置の運用、維持管理

市民・企業

その他

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No.6 モノレールの更なる低炭
素化】

順次整備、運用

【No.６ モノレールの更なる低炭素化】
VVVFインバーター制御装置を搭載した新型車両に更新します。新型車両

は減速時等に生み出す回生電力を他の車両で再利用が可能であり、電気使
用量の削減やCO₂排出削減に寄与します。
また、回生電力をより有効活用するため、電気を蓄えたり放出することが

できる電力貯蔵装置を整備し、朝晩のラッシュ時におけるピークカットや停
電時に最寄りの駅舎まで走行させることを可能とします。 新型（０形）車両 回生電力貯蔵装置設置イメージ
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２ 個別施策
目標 ①公共交通の持続可能性を高める 取組に関係する交通モード

施策 Ｂ．脱炭素社会の実現に向けた取組

①施策の目的

脱炭素社会の実現に向け、自家用乗用車に比べて輸送量当たりのCO₂排出量が小さいという公共交通の強みを活かし、磨き上げ、ゼロカーボンな
どの脱炭素 社会の実現に貢献する。

②取組の内容

③主な実施エリア 市内全域

④取組の主体・役割

【No.７ 路線バス等の更なる低炭素化】

千葉市 •災害時の連携・支援

交通事業者 •順次導入を検討

市民・企業

その他 【国土交通省（関東運輸局）】事業費補助

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No.７ 路線バス等の更なる低炭
素化】

順次導入

【No.７ 路線バス等の更なる低炭素化】
環境負荷の低い電気バス等を国土交通省の「地域交通グリーン化事業」等を活用し、積

極的に導入する。
また、平時から自治体をはじめとした地域との連携を深め、災害時には避難所等への

電力供給に活用を検討する。

平和交通・電気バス

２ 個別施策
目標 ①公共交通の持続可能性を高める 取組に関係する交通モード

施策 C．マイカー流入量を抑える

①施策の目的

過剰なマイカー流入を抑制し、ひと中心のまちづくりを実現するため、建築物における駐車場の附置義務台数の緩和等により、公共交通への利用転
換などの交通需要の調整を行う。

②取組の内容

③主な実施エリア 市街化区域全域

④取組の主体・役割

【No.8 駐車場の附置義務の台数緩和制度
の検討・運用】

【No.9 市職員へのエコ通勤やマイカー利
用削減の啓発】

千葉市
・実情に即した制度の構築検討 ・制度の適
正な運用 ・申請内容の審査

・市職員への啓発

交通事業者 ・対象事業者への理解、協力

市民・企業
・適正な自動車利用への理解、協力、運用、
施策の継続

その他

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No.8 駐車場の附置義務の台数
緩和制度の検討・運用】

【No.9 市職員へのエコ通勤やマ
イカー利用削減の啓発】

【No.8 駐車場の附置義務の台数緩和制度の検討・運用】
公共交通利用施策に資する取組を実施する事業者に対し、内容に応じて、附置義務台数の緩和等を行う。
（取組例）
・従業員等のマイカー通勤規制、公共交通利用者への特典制度（ポイントサービス、商品配送サービス等）、
鉄軌道駅舎や公共用通路との接続施設の設置（ペデストリアンデッキ、地下通路等）、その他企業独自の提案など

検討 条例改正手続 制度運用

【No.9 市職員へのエコ通勤やマイカー利用削減の啓発】
市職員に対し、公共交通利用を促すため、エコ通勤の推進やマイカー利用を避けるよう啓発を行う。

継続
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２ 個別施策
目標 ②“身近に感じる”仕掛けをちりばめる 取組に関係する交通モード

施策 D．公共交通への認知度・理解度を高める

①施策の目的

日常生活や経済活動等の基盤である公共交通は、今後本格化する高齢者の増加等を見据えると、ますますその重要性は高まることが見込まれる一
方、その重要性が広く認識されているとは言い難いことから、認知度や理解度を高めるため、継続的なＰＲ活動を実施する。

②取組の内容

③主な実施エリア 市内全域

④取組の主体・役割

【No.10 公共交通に関する普及啓発】

千葉市
• リーフレットの作製・公共施設への配架
•配布（転入者や市政出前講座参加者等）

交通事業者 •随時協力

市民・企業

その他

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No.10 公共交通に関する普及
啓発】

実施継続

【No.10 公共交通に関する普及啓発】
公共交通の多岐にわたるメリット（環境負荷の低減、歩行量増加に伴う健康増進、自家用車保有コストの

削減など）を訴えるリーフレットを配布する。

２ 個別施策
目標 ②“身近に感じる”仕掛けをちりばめる 取組に関係する交通モード

施策 E．公共交通の“ファン”を増やす

①施策の目的

市民等を身近な公共交通について「知っている」段階から、「親しみ、利用する」段階に進め、マイカーから公共交通利用への自発的な行動変容を促
すため、様々なターゲット層に対する働きかけを幅広く展開する。

②取組の内容

③主な実施エリア 市内全域

④取組の主体・役割

【No.11 モビリティ・マネジメント】 【No.12 バス事業者の表彰の実施】

千葉市 •関係者との調整、講義の実施 •制度検討、継続

交通事業者 •乗り方講座等への協力検討 •選考等への協力

市民・企業

その他

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No.11 モビリティ・マネジメン
ト】

【No.12 バス事業者の表彰の実
施】

実施継続

【No.12 バス事業者の表彰の実施】
市内の路線バスが「利用者目線でより魅力的な交通サービス」へと変化するよう促すた

め、他の事業者の模範となる取組を展開しているバス事業者等に対して表彰を実施する。

制度検討 制度運用・継続

【No.11 モビリティ・マネジメント】
学校の授業や市政出前講座、ワークショップ等を定期的に開催し、対話型のコミュニケー

ションを実施するとともに、実際の公共交通の利用につながるよう乗り方講座等も織り交
ぜつつ、自発的な行動変容を促す。

学校での授業の様子
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２ 個別施策
目標 ②“身近に感じる”仕掛けをちりばめる 取組に関係する交通モード

施策 E．公共交通の“ファン”を増やす

①施策の目的

市民等を身近な公共交通について「知っている」段階から、「親しみ、利用する」段階に進め、マイカーから公共交通利用への自発的な行動変容を促
すため、様々なターゲット層に対する働きかけを幅広く展開する。

②取組の内容

③主な実施エリア 各路線周辺

④取組の主体・役割

【No．13 ちばモノレール祭り等のイベント
開催】

【No．14 京成バス・お客様感謝フェスティ
バル等のイベント開催】

千葉市 • イベントの後援、広報支援

交通事業者 • イベント等の開催及び運行 • イベント等の開催

市民・企業 • イベント等への参加

その他

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No．13 ちばモノレール祭り等
のイベント開催】

【No．14 京成バス・お客様感謝
フェスティバル等のイベント開催】

実施継続

【No.13 ちばモノレール祭り等のイベント開催】
利用者や地域住民への日頃の感謝とモノレールへの理解を更に深めていた

だくため、「ちばモノレール祭り」などのイベントを開催する。

【No.14 京成バス・お客様感謝フェスティバル等のイベント開催】
利用者や地域の皆さまに感謝の気持ちを伝える目的で開催しており、特徴的な

バスの展示や洗車機体験等の企画を実施するほか、沿線の学校等の発表の場とし
ても活用する。 ちばモノレール祭り 京成バス・お客様感謝フェスティバル

※いずれも令和元（２０１９）年度撮影

実施継続

２ 個別施策
目標 ③安全・安心への不断の取組 取組に関係する交通モード

施策 F．公共交通の安全性を高める

①施策の目的

戦略的な予防保全型の維持管理や安全施設への投資を継続し、安全を安心につなげるため、不断の取組を展開する。

②取組の内容

③主な実施エリア 千葉都市モノレール沿線

④取組の主体・役割

【No.15 モノレール施設（インフラ部）の更新改良】

千葉市 •修繕計画の策定及び管理、点検・更新改良等業務等の発注等

交通事業者 •点検・更新改良等の現場管理等

市民・企業

その他

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No.15 モノレール施設（インフ
ラ部）の更新改良】

点検・更新改良

【No.15 モノレール施設（インフラ部）の更新改良】
モノレールインフラ施設点検
モノレール軌道桁塗替塗装、軌道設備、分岐設備、停留場施設等における

改築更新

軌道桁・支柱 駅舎

修繕計画更新
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２ 個別施策
目標 ③安全・安心への不断の取組 取組に関係する交通モード

施策 F．公共交通の安全性を高める

①施策の目的

戦略的な予防保全型の維持管理や安全施設への投資を継続し、安全を安心につなげるため、不断の取組を展開する。

②取組の内容

③主な実施エリア 市内各路線

④取組の主体・役割

【No．16 ホームドアの整備】 【No.17 自動障害物検知装置更新】

千葉市

交通事業者 【ＪＲ東日本】・整備、維持管理 【京成電鉄】・更新にあわせた改良

市民・企業

その他

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No.16 ホームドアの整備】

【No.17 自動障害物検知装置更
新】

順次整備

【No.17 自動障害物検知装置更新】
従来の光軸式障害物検知装置から、より安全性の高い平面式（状況に応じ立体

式）踏切障害物検知装置へと、更新時に高規格化を実施する。

【No.16 ホームドアの整備】
列車との接触や線路への転落を防止する対策として、ＪＲ総武線（緩行線・快速

線）及びＪＲ京葉線への整備を行う。

ホームドアの整備例 平面式踏切障害物検知装置の整備例

順次更新

２ 個別施策
目標 ③安全・安心への不断の取組 取組に関係する交通モード

施策 G．利用者等のマナーの周知・啓発に努める

①施策の目的

公共交通利用者の意識の欠如や他の運転者・歩行者等の行動によって、事故やトラブル等に発展する場合もあることから、より安全・安心な公共交
通を実現するため、利用者等のマナーの周知・啓発に努める。

②取組の内容

③主な実施エリア 市内全域

④取組の主体・役割

【No.18 公共交通利用者のマナーの周知・啓発】

千葉市 •普及啓発の実施、協力

交通事業者 •普及啓発の実施

市民・企業

その他

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No.18 公共交通利用者のマ
ナーの周知・啓発】 継続実施

【No.18 公共交通利用者のマナーの周知・啓発】
公共交通は利用者同士が「移動中や移動前後の空間をシェア

する」という特徴があることを踏まえ、利用者間のトラブルや
車内転倒事故等を減らし、より快適に利用できるよう様々な周
知活動を行う。
また、新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、感染防止

対策等に関する周知・啓発を行う。

声かけ・サポート運動 バス車内転倒事故防止啓発 咳エチケットの啓発
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２ 個別施策
目標 ③安全・安心への不断の取組 取組に関係する交通モード

施策 G．利用者等のマナーの周知・啓発に努める

①施策の目的

公共交通利用者の意識の欠如や他の運転者・歩行者等の行動によって、事故やトラブル等に発展する場合もあることから、より安全・安心な公共交
通を実現するため、利用者等のマナーの周知・啓発に努める。

②取組の内容

③主な実施エリア 市内全域

④取組の主体・役割

【No.19 市民への交通安全に係る普
及啓発】

【No.20 高齢者等の運転免許自主返納の促進】

千葉市 •交通安全教室の実施、周知啓発 •運転免許自主返納の周知啓発、返納者の支援

交通事業者 •交通ルール等の遵守 •交通ルール等の遵守、返納者への支援

市民・企業 •交通ルール等の遵守 •交通ルール等の遵守

その他
【警察】
・運転免許自主返納の周知啓発、返納者の支援

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No.19 市民への交通安全に係
る普及啓発】

【No.20 高齢者等の運転免許自
主返納の促進】

継続実施

【No.20 高齢者等の運転免許自主返納の促進】
高齢者が原因となる交通事故の防止を目的に、運転免許証の自主返納を促進するために自主返納者への支援

を行う。

【No.19 市民への交通安全に係る普及啓発】
市民の交通安全に係る意識啓発を目的に、交通安全教室の実施やチラシの配布、ホームページ等を通じた周知活

動を行う。

継続実施

自転車安全利用啓発チラシ

２ 個別施策
目標 ③安全・安心への不断の取組 取組に関係する交通モード

施策 H．災害等の非常時への対応力を高める

①施策の目的

激甚化する風水害等を踏まえ、災害時に的確に対応するため、平時からの備えを充実させる。

②取組の内容

③主な実施エリア 市内全域

④取組の主体・役割

【No.21 事業者間の連絡体制構築】 【No.22 バス車両の避難場所確保】

千葉市 •連絡体制構築に向けた調整、運用支援 •避難場所確保に向けた検討・調整

交通事業者 •連絡体制への参画、運用 •避難計画策定、運用

市民・企業

その他

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No.21 事業者間の連絡体制構
築】

【No.22 バス車両の避難場所確
保】

検討・運用

【No.22 バス車両の避難場所確保】
多くのバス事業者が美浜区内等の低地に車庫を保有していることから、高潮や

大雨による浸水等の風水害が発生した場合に備え、避難場所を確保する。

検討

【No.21 事業者間の連絡体制構築】
鉄道・モノレール・バス等が災害時に機動的に連携できるよう、平時から市域内

や広域的な視点も持ちつつ、運休等の情報についての連絡体制を構築する。

運用・適宜見直し

連絡体制の構築 車庫が水没した様子（ちばグリーンバス様提供）
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２ 個別施策
目標 ③安全・安心への不断の取組 取組に関係する交通モード

施策 H．災害等の非常時への対応力を高める

①施策の目的

激甚化する風水害等を踏まえ、災害時に的確に対応するため、平時からの備えを充実させる。

②取組の内容

③主な実施エリア 千葉公園

④取組の主体・役割

【No.23 災害時におけるモノレール施設から沿線施設への電力供給】

千葉市 •手法検討、整備工事、連絡調整、補助金申請

交通事業者 •手法検討、整備工事、維持管理

市民・企業 •非常時における電力の有効活用

その他

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No.23 災害時におけるモノ
レール施設から沿線施設への電力
供給】

検討・設計・工事

【No.23 災害時におけるモノレール施設から沿線施設への電力供給】
軌道桁や駅舎等モノレールインフラを活用し、災害の停電時に電力貯蔵装置等から沿線避難

施設等へ電力を供給する。

運用・見直し

電力融通のイメージ

２ 個別施策
目標 ③安全・安心への不断の取組 取組に関係する交通モード

施策 H．災害等の非常時への対応力を高める

①施策の目的

激甚化する災害や車内傷害事件等を踏まえ、災害時や非常時に的確に対応するため、平時からの備えを充実させる。

②取組の内容

③主な実施エリア 市内全域

④取組の主体・役割

【No.24 継続的なセキュリティの確保】

千葉市 ・訓練への協力

交通事業者 ・訓練の実施（警察等との連携）、防犯関係設備の充実、警備の強化、被害回避・軽減対策等

市民・企業

その他

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No.24 継続的なセキュリティの
確保】 逐次実施・整備

【No.24 継続的なセキュリティの確保】
鉄道、モノレール、バスについては、駅構内や車内での非常事態を

想定した訓練の実施、防犯関係設備の充実、警備の強化、被害回避・
軽減対策など、公共交通利用者の安全を守るセキュリティ確保に向
けた取組を実施する。

車両内の防犯カメラ設置（京成電鉄提供）防犯・テロ対策の訓練（ＪＲ東日本千葉支社提供）
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２ 個別施策
目標 ④混雑緩和等による快適性の向上 取組に関係する交通モード

施策 I．混雑緩和・乗継利便性向上

①施策の目的

公共交通の快適性向上等のため、混雑緩和や乗継利便性の向上などに取り組む。

②取組の内容

③主な実施エリア 市内全域

④取組の主体・役割

【No.25 快適性向上に向けた継続的な対話】

千葉市
•市民意見等の集約
•要望の実施及び協議

交通事業者 •情報提供、協議、対応の検討

市民・企業 • オフピーク通勤、混雑の分散への協力 など

その他

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No.25 快適性向上に向けた継
続的な対話】

【No.25 快適性向上に向けた継続的な対話】
市民や利用者等から混雑緩和を目的とした増便や乗継改善の要望は継続的にあるも

のの、 行政単独はもとより、鉄道、モノレール、バスなど、各モードの交通事業者が単
独で課題解決を図ることが困難であることから、意見等を集約し、連携して対応を協議
する。

継続

ラッシュ時のホーム（イメージ） ラッシュ時の駅前広場（イメージ）

２ 個別施策
目標 ④混雑緩和等による快適性の向上 取組に関係する交通モード

施策 J．交通結節点を強化する

①施策の目的

容量不足や魅力低下など、課題を抱える交通結節点（駅及び駅前広場等）について、結節機能の強化や周辺との機能分担によって課題を解決し、都
市の魅力向上に貢献する。

②取組の内容

③主な実施エリア 幕張新都心拡大地区新駅設置予定地周辺 及び 海浜幕張駅周辺

④取組の主体・役割

【Ｎｏ.26 幕張豊砂駅（幕張新都心拡大地区
新駅）整備の推進】

【No.27 海浜幕張駅（蘇我方）への改札口
新設】

千葉市
【新駅】 協議調整（協議会事務局）
【駅前広場】 設計・工事

【新改札口】 協議
【バス停留所等】 設計・工事

交通事業者
【ＪＲ】 新駅設計・工事
【バス事業者】 バス路線の再編検討

【ＪＲ】 新改札口設計・工事
【バス事業者】 バス路線の再編検討

市民・企業 【企業等】 周辺施設の整備等

その他 【幕張新都心拡大地区新駅設置協議会】

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【Ｎｏ.26 幕張豊砂駅（幕張新都心
拡大地区新駅）整備の推進】

【No.27 海浜幕張駅（蘇我方）へ
の改札口新設】

設計・工事

【No.27 海浜幕張駅（蘇我方）への改札口新設】
ＪＲ海浜幕張駅の交通結節機能の強化と利用者の流動の分散等のため、蘇我方へ
改札口を新設する。また、新改札口周辺にバス停留所等を整備する。

【Ｎｏ.26 幕張豊砂駅（幕張新都心拡大地区新駅）整備の推進】
幕張新都心全体における都市機能の強化や交通機能の分散化を図ることを目的
として、幕張豊砂駅（京葉線新駅）をＪＲ及び幕張新都心拡大地区新駅設置協議会
（※）が設置する。また、千葉市において幕張豊砂駅（京葉線新駅）設置と同時期に
駅前広場を整備する。
(※)幕張新都心拡大地区新駅設置協議会…千葉県、イオンモール㈱、千葉市(事務局)で構成

設計・工事

幕張豊砂駅（ＪＲ東日本千葉支社提供） 海浜幕張駅改札口の混雑イメージ

イメージパース
（現時点でのイメージであり、実際とは異なる場合
があります。 ）
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２ 個別施策
目標 ④混雑緩和等による快適性の向上 取組に関係する交通モード

施策 J．交通結節点を強化する

①施策の目的

容量不足や魅力低下など、課題を抱える交通結節点（駅及び駅前広場等）について、結節機能の強化や周辺との機能分担によって課題を解決し、都
市の魅力向上に貢献する。

②取組の内容

③主な実施エリア ＪＲ幕張駅北口周辺、ＪＲ・京成幕張本郷駅～海浜幕張駅周辺

④取組の主体・役割

【Ｎｏ.28_東幕張土地区画整理事業に伴う
駅前広場整備】

【No.29 連節バス車両の更新】

千葉市 ・道路等詳細設計、工事

交通事業者
【バス事業者】
駅前広場への路線の延長、案内板の設置等

【京成バス】利用状況に応じて更新

市民・企業 【企業等】 周辺施設の整備等

その他

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【Ｎｏ.28_東幕張土地区画整理事
業に伴う駅前広場整備】

【No.29 連節バス車両の更新】

整備

【Ｎｏ.28_東幕張土地区画整理事業に伴う駅前広場整備】
区画整理地区内及びその周辺地域の公共交通（鉄道・バス）の利便性向上を図

るため、地区内（ＪＲ幕張駅北口）に駅前広場を整備する
（駅前広場面積：約6,400㎡）。

順次、更新

ＪＲ幕張駅北口駅前広場

【No.29 連節バス車両の更新】
総武線方面から幕張新都心への移動手段として定着している連節バスにつ

いては、輸送力に優れた基幹的な公共交通であることから、路線維持のため今
後も利用実態等を踏まえつつ、順次更新を進めていく。 連節バス（京成バス様提供）

イメージパース
（実際とは異なる場合があります。 ）

２ 個別施策
目標 ④混雑緩和等による快適性の向上 取組に関係する交通モード

施策 J．交通結節点を強化する

①施策の目的

容量不足や魅力低下など、課題を抱える交通結節点（駅及び駅前広場等）について、結節機能の強化や周辺との機能分担によって課題を解決し、都
市の魅力向上に貢献する。

②取組の内容

③主な実施エリア ＪＲ蘇我駅東口周辺

④取組の主体・役割

【No.30 快適性向上に向けた継続的な対話（要望の実施、実態に関する情報提供等）】

千葉市 ・公共施設の整備検討 ・再開発事業の認可、指導、監督 ・補助金の交付

交通事業者 ・駅前広場整備に伴う停留所配置や路線再編及び待機台数の調整への協力

市民・企業
【再開発事業施行者】 ・再開発事業の推進 など
【企業等】 ・周辺施設の整備等

その他

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No.30_蘇我駅東口駅前地区の
まちづくり】

【No.30 蘇我駅東口駅前地区のまちづくり】
蘇我駅東口周辺における都市機能の低下（周辺土地の有効利用や建物の

老朽化、駅前広場内の混雑と環境空間の不足など）を改善するため、市街地
再開発により、土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更新を図る。

現状：バス一般車の輻輳 現状：民間建築物の老朽化

関係権利者によるまちづくり協議会設立及び協議

駅前広場計画を含めた市街地再開発の検討
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２ 個別施策
目標 ④混雑緩和等による快適性の向上 取組に関係する交通モード

施策 J．交通結節点を強化する

①施策の目的

容量不足や魅力低下など、課題を抱える交通結節点（駅及び駅前広場等）について、結節機能の強化や周辺との機能分担によって課題を解決し、都
市の魅力向上に貢献する。

②取組の内容

③主な実施エリア ＪＲ稲毛駅東口周辺

④取組の主体・役割

【No.31 稲毛駅東口周辺のまちづくり】

千葉市 ・公共施設の整備検討 ・再開発事業の認可、指導、監督 ・補助金の交付

交通事業者 ・駅前広場整備に伴う停留所配置や路線再編及び待機台数の調整への協力

市民・企業
【再開発事業施行者】 ・再開発事業の推進 など
【企業等】 ・周辺施設の整備等

その他

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No.31 稲毛駅東口周辺のまち
づくり】

【No.31 稲毛駅東口周辺のまちづくり】
稲毛駅東口周辺における都市機能の低下（周辺土地の有効利用や建物

の老朽化、駅前広場内の混雑と環境空間の不足など）を改善するため、
市街地再開発により、土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の
更新を図る。また、周辺の大規模遊休地との連携も含め検討する。

現状：バスと一般車との輻輳 現状：バス利用者と歩行者の錯綜

地元まちづくり協議会等との協議、市街地再開発の検討

駅前広場計画、設計の実施

２ 個別施策
目標 ④混雑緩和等による快適性の向上 取組に関係する交通モード

施策 K．「道路ネットワークの整備」と「道路施設のリノベーション」を推進する

①施策の目的

バスやタクシーは自家用車等とともに道路を利用しており、その定時性等を確保するために、着実な「道路ネットワークの整備」や、「道路施設のリノ
ベーション（交差点改良等）」が不可欠であることから、都市計画道路等の整備やボトルネック箇所を解消する。

②取組の内容

③主な実施エリア 市内全域

④取組の主体・役割

【No.32 道路ネットワークの整備と道路施設のリノベーションの推進】

千葉市 ・調査、用地取得、工事 （市道）

交通事業者

市民・企業

その他 【国土交通省（千葉国道事務所）】・調査、用地取得、工事 （直轄国道）

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No.32 道路ネットワークの整備
と道路施設のリノベーションの推
進】

【No.32 道路ネットワークの整備と道路施設のリノベーションの推進】
〇道路ネットワークの整備（ミッシングリンクを解消する都市計画道路等の整備）

（都）塩田町誉田町線（塩田町地区、誉田町地区）、 （都）磯辺茂呂町線（園生町地区）、 （都）南町宮崎町線、（都）村田町線、（都）幕張本郷松波線（幕張町地区・弥生町地区）、
（都）本町星久喜町線（星久喜町地区）、越智町土気町線（越智町地区）、大膳野町誉田町線、生実本納線、国道357号湾岸千葉地区改良（蘇我地区）、国道51号北千葉拡幅 など

〇道路施設のリノベーション（ボトルネックの解消を図る交差点改良等）
・交差点改良 大草交差点、長沼交差点、宮田交差点、坂月交差点 など

・歩道整備 中央星久喜町線（亥鼻地区（千葉大学前区間・病院坂区間））、天戸町横戸町線、千葉大網線（土気駅北口）、土気停車場千葉中線（土気駅北口）、千葉川上八街線、穴川天戸線（畑町）、
（都）誉田町駅前線、東寺山町山王町線、誉田町野呂町線（野呂町地区）、市場町亥鼻線 など

・踏切改良 中広踏切、生浜踏切、第一鎌取踏切 など

その他、バスベイ整備、待避所設置 など

継続
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２ 個別施策
目標 ⑤移動目的の創出～目的地づくりと楽しい移動～ 取組に関係する交通モード

施策 Ｌ．歩きたくなるまちなかをつくる

①施策の目的

「居心地が良く歩きたくなるまちなか」の形成による都市再生を図るため、これまでの「自動車中心」から「ひと中心」のまちづくりに転換し、多様な
価値観やライフスタイルをとりこんだ、道路・公園などの公共空間と市街地の一体的な利活用の可能性を引き出すことで、新たな価値の創造や地域課
題の解決を図る。

②取組の内容

③主な実施エリア 千葉都心 ほか

④取組の主体・役割

【No.33 ウォーカブル推進】

千葉市 ・目指すべき将来ビジョンの検討・提示、民間主体の取組みに対する伴走・支援

交通事業者

市民・企業 ・各エリアにおける民間主体のエリアマネジメントへの主体的な参画

その他
【不動産オーナー】
エリア価値向上につながる道路や公園など公共空間と一体となった土地利用の推進

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No.33 ウォーカブル推進】

【No.33 ウォーカブル推進】
都市計画マスタープラン等に目指すべき都市の将来像を位置づけ、その実現に

向け、千葉都心、幕張新都心エリアにおいてウォーカブル社会実験などを実施。

千葉都心ウォーカブル推進社会実験の様子

継続

２ 個別施策
目標 ⑤移動目的の創出～目的地づくりと楽しい移動～ 取組に関係する交通モード

施策 Ｌ．歩きたくなるまちなかをつくる

①施策の目的

「居心地が良く歩きたくなるまちなか」の形成による都市再生を図るため、これまでの「自動車中心」から「ひと中心」のまちづくりに転換し、多様な
価値観やライフスタイルをとりこんだ、道路・公園などの公共空間と市街地の一体的な利活用の可能性を引き出すことで、新たな価値の創造や地域課
題の解決を図る。

②取組の内容

③主な実施エリア ＪＲ千葉駅東口西銀座地区周辺

④取組の主体・役割

【No.34_西銀座地区のまちづくり】

千葉市 ・進行中の再開発事業及び今後予定される再開発の事業者との調整など

交通事業者

市民・企業
【再開発事業施行者】 ・再開発事業の推進 など
【企業等】 ・周辺施設の整備等

その他

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No.34_西銀座地区のまちづく
り】

【No.34 西銀座地区のまちづくり】
駅前の業務・商業コアの形成を目指す千葉駅東口の西銀座地区においては、業務・商業機能の集積や土地の

高度利用を目的とした市街地再開発事業などの民間開発と連携し、官民のパブリック空間を歩行環境として一
体的に活用することで、都心部の魅力や来街者の回遊性を高め、居心地が良く歩きたくなる空間の形成を図る。
本地区への玄関口となる千葉駅東口地区第一種市街地再開発では、千葉駅からの主動線となる入り口部に

グランドモール（立体多目的屋内通路）を設けることで、安全で快適な歩行者ネットワークの形成と歩行者中心
の魅力ある空間の創出を図る。

継続（その他）

千葉駅東口地区第一種市街地再開発イメージパース

継続（千葉駅東口再開発）
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２ 個別施策
目標 ⑤移動目的の創出 ～目的地づくりと楽しい移動～ 取組に関係する交通モード

施策 Ｍ．移動プラスアルファの価値を探求する

①施策の目的

高齢化や社会情勢の変化によって全体としての移動ニーズが縮小していく可能性が高いことを踏まえ、「移動すること」そのものを、「楽しく」、「快
適」に変化させることで、都市の魅力向上につなげる。

②取組の内容

③主な実施エリア 千葉都市モノレール沿線

④取組の主体・役割

【No.35 イベント列車等の運行】 【No.36 コラボ事業の展開】

千葉市 •広報等支援 ・広報等支援

交通事業者 ・イベント列車等の運行 ・コラボ事業の実施

市民・企業

その他

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No.35 イベント列車等の運行】

【No.36 コラボ事業の展開】

【No.35 イベント列車等の運行】
地域限定旅行業の一環で車両基地見学ツアーや貸切列車等のイベント列車を運

行する。

継続

車両基地見学の様子

【No.36 コラボ事業の展開】
アニメ等のコンテンツと積極的にコラボレーションを実施し、“聖地巡礼”やグッ

ズ販売等による、運輸収入・運輸外収入の向上を目指す。
ラッピングモノレールの例

継続

２ 個別施策
目標 ⑤移動目的の創出 ～目的地づくりと楽しい移動～ 取組に関係する交通モード

施策 Ｍ．移動プラスアルファの価値を探求する

①施策の目的

高齢化や社会情勢の変化によって全体としての移動ニーズが縮小していく可能性が高いことを踏まえ、「移動すること」そのものを、「楽しく」、「快適」に変化させる
ことで、都市の魅力向上につなげる。

②取組の内容

③主な実施エリア 市内全域

④取組の主体・役割

【No.37 船橋～千葉（現 京成船橋～千葉中央）間開業100周年記念施策】

千葉市

交通事業者 • 情報提供、協議、対応の検討

市民・企業

その他

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No.37 船橋～千葉（現 京成船橋～
千葉中央）間開業100周年記念施策】 実施

【No.37 船橋～千葉（現 京成船橋～千葉中央）間開業100周年記念施策】
船橋～千葉間開業１００周年記念に合わせ、駅巡りスタンプラリーや記念乗車券の発売を通じて、利用促進や京成ファンの醸成を図るもの。

実施期間 2021.7.17-12.31

有効区間 （１）大神宮下、谷津、京成津田沼、京成幕張、検見川、京成稲毛から140円区間
（２）千葉中央から160円区間　　　※いずれも大人運賃

発売価格 １，０００円

発売場所 京成線２０駅の窓口
京成上野駅、日暮里駅、千住大橋駅、押上駅、青砥駅、京成高砂駅、京成金町駅、市川
真間駅、京成八幡駅、東中山駅、京成船橋駅、京成津田沼駅、八千代台駅、勝田台駅、
京成佐倉駅、京成成田駅、空港第２ビル駅、京成稲毛駅、京成千葉駅、学園前駅

実施期間 2021.7.17-8.31

実施駅 京成船橋、大神宮下、谷津、京成津田沼、京成幕張、検見川、京成稲毛、千葉中央

概要 （１）お客さまは京成線各駅で配布しているスタンプ台紙を入手
（２）お客さまは対象駅でスタンプを押印
（３）全てのスタンプが押印された台紙を撮影し、特設サイトにて応募
（４）抽選で100名様にオリジナルアクリルキーホルダーをプレゼント

＜記念乗車券の概要＞
＜駅巡りスタンプラリーの概要＞
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２ 個別施策
目標 ⑤移動目的の創出 ～目的地づくりと楽しい移動～ 取組に関係する交通モード

施策 Ｎ．自転車等をまちづくりに活用する

①施策の目的

市民にとって極めて身近な移動手段であり、鉄道・バス等の二次交通としても一般的である自転車は、その特性やメリット（環境負荷低減、健康増進
等）において 公共交通と重なるところが多く、相乗効果が期待できることから、自転車をまちづくりに最大限活用しつつ、公共交通との相互利用を
促進する。

②取組の内容

③主な実施エリア 市内全域

④取組の主体・役割

【No.38 自転車のまちづくりの推進】 【No.39 自転車安全利用の促進】

千葉市
• イベント実施、リーフレット作成・配付、市
民活動支援

・交通安全教室等の実施

交通事業者

【損害保険会社等】自転車保険等の情報提
供、加入しやすい保険等の提供
【自転車小売店】自転車購入者への自転車
保険等への加入の確認

市民・企業 •自転車利用促進や安全利用に関する活動 ・交通ルール等の遵守

その他

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
【No.38 自転車のまちづくりの
推進】
【No.39 自転車安全利用の促
進】

【No.38 自転車のまちづくりの推進】
自転車を活用したまちづくりの推進のため、広報やイベント等による意識醸成、

市民活動支援（補助実施）を行う。

継続

【No.39 自転車安全利用の促進】
自転車にまつわる交通ルールの遵守・マナー向上（ヘルメットの着用等）を目指

し、交通安全教室等を開催するとともに、自転車保険等への加入を促す。

継続

幼児向け自転車体験イベント 交通安全教室

２ 個別施策
目標 ⑤移動目的の創出 ～目的地づくりと楽しい移動～ 取組に関係する交通モード

施策 Ｎ．自転車等をまちづくりに活用する

①施策の目的

市民にとって極めて身近な移動手段であり、鉄道・バス等の二次交通としても一般的である自転車は、その特性やメリット（環境負荷低減、健康増進
等）において 公共交通と重なるところが多く、相乗効果が期待できることから、自転車をまちづくりに最大限活用しつつ、公共交通との相互利用を
促進する。

②取組の内容

③主な実施エリア 千葉市立地適正化計画 における「 居住促進区域 」 （No.40) 、市全域（No.41）

④取組の主体・役割

【No.40_シェアサイクルの促進】 【No.41 自転車の環境整備】

千葉市
•事業総括、関係者調整等
• ステーション用地（公有地）確保

・走行環境整備、マップの更新
・自転車駐車環境の整備、放置自転車の撤去・指導・
保管

交通事業者
•事業運営等
• ステーション用地（民有地）確保

市民・企業
その他

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No.40_シェアサイクルの促進】

【No.41_自転車の環境整備 】

【No.40 シェアサイクルの促進】
公共交通の機能を補完する新たな交通サービスとして、市民や来街者の利便性・回遊性向上、

地域活性化等を目的にシェアサイクル事業者と共同で継続実施する。

継続

シェアサイクル

【No. 41 自転車の環境整備】
自転車レーン等の整備や自転車駐輪場の整備、放置禁止区域における撤去・指導等を順次進

める。

本格実施（継続）

自転車レーン
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２ 個別施策
目標 ⑥移動に困難を抱える「地域」へのアウトリーチ 取組に関係する交通モード

施策 O．地域の生活路線の維持確保・効率化

①施策の目的

過去のバス路線の退出に伴って導入した「若葉区泉地域コミュニティバス」や、地域の通勤・通学や生活のために重要な役割を果たしている「複数の
市町村にまたがって走る広域的な路線バス（地域間幹線系統）」といった、地域の生活路線の維持確保・効率化を図る。

②取組の内容

③主な実施エリア 若葉区泉地域（No.42) 、市全域（No.43）

④取組の主体・役割

【No.42 若葉区泉地域コミュニティバスの維持
確保・効率化】

【No.43 地域公共交通アドバイザー
派遣制度】

千葉市 •委託発注等の管理、運行協議会事務局
• アドバイザー登録、地域とアドバイザーの
調整

交通事業者 •運行管理、補助金申請、事業者間の連絡調整 • 交通事業者としての助言等の実施

市民・企業 •運行協議会への参加、積極的なバスの利用 • 自主的な活動の実施

その他
（学識経験者等）有識者としての助言等の
実施

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No.42 若葉区泉地域コミュニ
ティバスの維持確保・効率化】

【No.43 地域公共交通アドバイ
ザー派遣制度】

継続

【No.42 若葉区泉地域コミュニティバスの維持確保・効率化】
異なる路線間を乗換える際の初乗運賃の乗継割引の継続
他の交通事業者と連携した乗継割引の検討

若葉区泉地域コミュニティバス（運行協議会の様子、車体）

【No.43 地域公共交通アドバイザー派遣制度】
地域の公共交通を維持・確保しようとする住民の自主的活動を支援するため、

専門家等の適切な助言を受けることができるアドバイザー派遣制度を継続する。

継続

２ 個別施策
目標 ⑥移動に困難を抱える「地域」へのアウトリーチ 取組に関係する交通モード

施策 O．地域の生活路線の維持確保・効率化

①施策の目的

過去のバス路線の退出に伴って導入した「若葉区泉地域コミュニティバス」や、地域の通勤・通学や生活のために重要な役割を果たしている「複数の
市町村にまたがって走る広域的な路線バス（地域間幹線系統）」といった、地域の生活路線の維持確保・効率化を図る。

②取組の内容

③主な実施エリア ①北部循環線（千葉市～八千代市）、②塩田喜多線（千葉市～市原市）、③おまご線（千葉市～八街市）

④取組の主体・役割

①北部循環線 ②塩田喜多線 ③おまご線

千葉市
•運行協議会事務局
•生産性向上の取組み

•生産性向上の取組み
•運行協議会事務局
•生産性向上の取組み

交通事業者
•運行管理、補助金申請
•生産性向上の取組み

•運行管理、補助金申請
•生産性向上の取組み

•運行管理、補助金申請
•生産性向上の取組み

市民・企業
•運行協議会への参加
•積極的なバスの利用

•積極的なバスの利用
•運行協議会への参加
•積極的なバスの利用

その他
近隣市

•運行協議会への参加
•生産性向上の取組み

•生産性向上の取組み
•運行協議会への参加
•生産性向上の取組み

国、県 ・各路線から提出される系統確保維持計画のとりまとめ、審査、支援

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

No.44 複数の市町村にまたがっ
て走る広域的な路線バス（地域間

幹線系統）の維持確保・効率化
継続

【No.44 複数の市町村にまたがって走る広域的な路線バス（地域間幹線系統）の維持確保・効率化】

地域の実状に応じた生産性向上の取組を検討し、バス事業者・国・県・市町村が連携して各路線の維持
確保効率化を行う。地域の通勤通学や生活上重要な路線であり、特に維持が必要であることから、
国及び千葉県の地域間
幹線系統補助金の活用
を継続し、路線を維持確
保する。

広域的な路線バスのイメージ（提供：国土交通省）

系統名 ①北部循環線 ②塩田喜多線 ③おまご線

区域 花見川北部地域の循環 塩田～喜多間の往復 若葉区泉地域の循環

位置づけ ２市間幹線 ２市間幹線 ２市間幹線

目的 通勤・通学・生活用 通勤・通学・生活用 通勤・通学・生活用
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２ 個別施策
目標 ⑥移動に困難を抱える「地域」へのアウトリーチ 取組に関係する交通モード

施策 P．公共交通不便地域等への対応

①施策の目的

現時点で本市における“公共交通不便地域”に該当するエリアや、今後沿線人口の減少等に伴う路線廃止によって“公共交通不便地域”に転落するエ
リアが生まれる可能性があることを見据え、各地域の方々とともに、それぞれの地域の移動ニーズにきめ細かく対応した最適な移動手段の導入検討
を図る。

②取組の内容

③主な実施エリア 公共交通不便地域など

④取組の主体・役割

【No.45 新たな移動手段の確保に向け
た検討・支援】

【No.46 地域の多様な輸送資源を活用した移
動手段の確保】

千葉市
移動実態、移動ニーズ等の把握、関係者調
整、運行等支援

移動実態、移動ニーズ等の把握、関係者調整

交通事業者 ・運行支援等 ・運行支援等

市民・企業
•市の取組への協力
•移動手段の確保に向けた検討

•市への情報提供、取組への協力
•移動手段の確保に向けた検討

その他 （地元企業等）移動手段の確保に向けた検討等

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No.45 新たな移動手段の確
保に向けた検討・支援】

【No.46 地域の多様な輸送資
源を活用した移動手段の確保】

【No.45 新たな移動手段の確保に向けた検討・支援】
公共交通不便地域等において、地域の方々とともに新たな移動手段の導入・検討
を行う。

●●医院

【No.46 地域の多様な輸送資源を活用した移動手段の確保】
地域周辺等を運行する輸送資源の有無を把握し、移動手段の1つとして導入・検討を行う。

再掲【No.43 地域公共交通アドバイザー派遣制度】

継続

継続

２ 個別施策
目標 ⑥移動に困難を抱える「地域」へのアウトリーチ 取組に関係する交通モード

施策 Q．地域に合わせた移動手段の確保

①施策の目的

現時点で地域周辺に公共交通が運行しているものの、スポット的に公共交通へのアクセスが困難な地域において、地域の方々とともに、地域の移動
ニーズにきめ細かく対応した最適な移動手段の導入検討を図る。

②取組の内容

③主な実施エリア スポット的に公共交通へのアクセスが困難な地域、地域の回遊性向上を要する場所など

④取組の主体・役割

【No．47 グリーンスローモビリティ導入】

千葉市 •住民や関係機関との連絡調整、運行等支援、導入の手引き作成

交通事業者 •運行支援、グリーンスローモビリティとの連携サービスを実施

市民・企業 •運行体制の検討、構築、協賛等による運行支援

その他 •安全運行に向けての助言、支援

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No．47 グリーンスローモビリ
ティ導入】

【No．47 グリーンスローモビリティ導入】
既存の公共交通と連携し、ラストワンマイルを補完する地域の生

活交通を確保すると同時に、コミュニティの活性化を実現するため、
住民協働によるグリーンスローモビリティの導入手法について検
討する。

協議・検討

グリーンスローモビリティ活用検討に向けた実証調査の様子（令和２年度実施）

社会実験・手引き（案）作成 ～ 本格運行

再掲【No.43 地域公共交通アドバイザー派遣制度】
再掲【No.46 地域の多様な輸送資源を活用した移動手段の確保の検討】

 
82



２ 個別施策
目標 ⑦移動に困難を抱える「方々」へのアウトリーチ 取組に関係する交通モード

施策 R．バリアフリー化の推進

①施策の目的

高齢者や障害者をはじめとした移動に困難を抱える方々が自立した日常生活を送ることができるよう、ハード・ソフトのあらゆる障壁を着実に減少
させる。

②取組の内容

③主な実施エリア 市内鉄軌道駅を中心として設定した促進地区（２２地区）

④取組の主体・役割

【No.48_地区別バリアフリー基本構想の策定・推進】

千葉市
•地区別バリアフリー基本構想の策定（市民・事業者等の調整含む）
【道路・公園等（生活関連施設、生活関連経路）】・特定事業の検討、特定事業計画の策定、
事業実施

交通事業者 •特定事業の検討、特定事業計画の策定、事業実施

市民・企業
【企業（生活関連施設）】 ・特定事業の検討、特定事業計画の策定
【市民】 ・まち歩き点検ワークショップ等のバリアフリー促進に向けた取組への参画

その他

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No.48_地区別バリアフリー基本
構想の策定・推進】

【No.48 地区別バリアフリー基本構想の策定・推進】
「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」に基づき、市域全体のバリア

フリーに関する方針を明確にし、広くバリアフリーについての考え方を示した「千葉市バリ
アフリーマスタープラン」を2021年（令和３年）３月に策定し、市内鉄軌道駅を中心に２２
の促進地区を設定した。
促進地区のうち、バリアフリー化の優先度が高い地区を、重点整備地区（バリアフリー化

のための事業が実施されることが特に必要であると認められる地区）として設定するため、
「地区別バリアフリー基本構想」の策定を進める。

順次策定

まち歩き点検後のワークショップの様子まち歩き点検の様子

２ 個別施策
目標 ⑦移動に困難を抱える「方々」へのアウトリーチ 取組に関係する交通モード

施策 R．バリアフリー化の推進

①施策の目的

高齢者や障害者をはじめとした移動に困難を抱える方々が自立した日常生活を送ることができるよう、ハード・ソフトのあらゆる障壁を着実に減少
させる。

②取組の内容

③主な実施エリア 鉄道及び千葉都市モノレール沿線

④取組の主体・役割

【Ｎｏ.49】鉄道駅バリアフリー化の推進
【Ｎｏ.50】モノレールのバリアフリー化の推
進

千葉市 •事業費補助 •事業費補助

交通事業者 •バリアフリー化施設等整備 •バリアフリー化施設等整備

市民・企業

その他 【国土交通省（関東運輸局）】事業費補助 【国土交通省（関東運輸局）】事業費補助

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【Ｎｏ.49】鉄道駅バリアフリー化の
推進

【Ｎｏ.50】モノレールのバリアフ
リー化の推進

【Ｎｏ.49 鉄道駅バリアフリー化の推進】
鉄道駅における段差解消設備・多機能トイレ等の整備を鉄

道事業者、国及び地方自治体が三位一体となって、着実に進
める。

【Ｎｏ.50 モノレールのバリアフリー化の推進】
千葉都市モノレールが実施するバリアフリー化等の改修を

順次、着実に進める。
多機能トイレの整備例 内方線付き点状ブロックの整備例スロープの整備例

順次導入

順次導入
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２ 個別施策
目標 ⑦移動に困難を抱える「方々」へのアウトリーチ 取組に関係する交通モード

施策 R．バリアフリー化の推進

①施策の目的

高齢者や障害者をはじめとした移動に困難を抱える方々が自立した日常生活を送ることができるよう、ハード・ソフトのあらゆる障壁を着実に減少
させる。

②取組の内容

③主な実施エリア 市内全域

④取組の主体・役割

【No.51 ノンステップバスの導入促進】 【Ｎｏ.52 UDタクシーの導入促進】

千葉市 •事業者との連絡調整 •事業者との連絡調整

交通事業者 •国補助等を活用した導入 •国補助等を活用した導入

市民・企業

その他 【国土交通省（関東運輸局）】事業費補助 【国土交通省（関東運輸局）】事業費補助

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No.51 ノンステップバスの導入
促進】

【Ｎｏ.52 UDタクシーの導入促
進】

【No.51 ノンステップバスの導入促進】
乗降口の段差を無くしたノンステップバスの導入を促進し、高齢者、障害者、子供及び

妊産婦 など、誰もが利用しやすいバスの利用環境を整備する。

【Ｎｏ.52 ユニバーサルデザイン（UD）タクシーの導入促進】
UDタクシーの導入を促進し、高齢者や障害者などの移動を支援する。

順次更新

順次更新

ノンステップバス UDタクシー

２ 個別施策
目標 ⑦移動に困難を抱える「方々」へのアウトリーチ 取組に関係する交通モード

施策 S．移動しやすい環境を創出する

①施策の目的

移動に困難を抱えるお一人お一人の事情（居住環境、家族）に寄り添った幅広い取組を検討し、実施・支援する。

②取組の内容

③主な実施エリア 千葉都市モノレール沿線

④取組の主体・役割

【Ｎｏ.53 障害者定期のＩＣカード化】

千葉市 •広報等支援

交通事業者 •販売準備、運用

市民・企業

その他

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【Ｎｏ.53 障害者定期のＩＣカード
化】

【Ｎｏ.53 障害者定期のＩＣカード化】
千葉都市モノレールでは、通常、障害者割引が適用となる第一種障害者（身体・知的）等に加え、独自の取組として、精神障害者においても割引の対

象としているほか、障害者がICカードを利用しやすい環境の構築として、介護者と同じ区間・期間の定期券を購入する場合において、障害者割引定期
券のＩＣカード（ＰＡＳＭＯ）を発行する。

（現在） 本人の単独乗車で千葉モノレール線のみの利用の場合に限り、磁気定期券での障害者割引定期券を発行
（改正） 上記のほか、ＩＣカード（ＰＡＳＭＯ）においても障害者割引定期券を発行

※そのほか、令和３年６月に国土交通大臣から「真の共生社会実現に向けた新たなバリアフリーの取組」に関する新たな取組みについて大臣指示が
あり、その１つに「障害者用ＩＣカードの導入」が示された。

検討
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２ 個別施策
目標 ⑦移動に困難を抱える「方々」へのアウトリーチ 取組に関係する交通モード

施策 S．移動しやすい環境を創出する

①施策の目的

移動に困難を抱えるお一人お一人の事情（居住環境、家族）に寄り添った幅広い取組を検討し、実施・支援する。

②取組の内容

③主な実施エリア 市内全域

④取組の主体・役割

【No.54 駅係員および運転士のサービス介助士資格の取得】

千葉市 •広報等支援

交通事業者 •資格取得、資格更新支援

市民・企業

その他

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No.54 駅係
員および運転士
のサービス介助
士資格の取得】

＜ＪＲ・京成電鉄
＞

＜千葉都市モノ
レール＞

【No.54 駅係員および運転士のサービス介助士資格の取得】
＜ＪＲ＞
• 引き続き、取得を促す。
＜京成電鉄＞
•駅係員を対象に資格取得講座を開催し、新入社員をはじめとした未取得者の資格取得を推進する。
＜千葉都市モノレール＞
• 運転士よおび駅員に対し、サービス介助士資格取得講座を受講させる。
• 資格保有者に対しては資格更新を行い、接客係員のサービスレベルを確保する。

対象社員全員取得 継続

継続

２ 個別施策
目標 ⑦移動に困難を抱える「方々」へのアウトリーチ 取組に関係する交通モード

施策 S．移動しやすい環境を創出する

①施策の目的

移動に困難を抱えるお一人お一人の事情（居住環境、家族）に寄り添った幅広い取組を検討し、実施・支援する。

②取組の内容

③主な実施エリア 市内全域

④取組の主体・役割

【Ｎｏ.55 福祉有償運送事業者への支援】
【No.56 階段の昇り降りが困難な高齢者
等への支援】

千葉市
•千葉市福祉有償運送協議会の開催
•補助金の交付

•補助金の交付

交通事業者
•福祉有償運送事業の実施
•適宜、補助事業を利用

市民・企業

その他 •階段昇降機によるサポート実施（NPO法人等）

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【Ｎｏ.55 福祉有償運送事業者へ
の支援】

【No.56 階段の昇り降りが困難
な高齢者等への支援】

【Ｎｏ.55 福祉有償運送事業者への支援】
福祉有償運送（※）を行うために必要となる事項について、関係交通機関及び運転者・関係する地域住民・運送主体となるNPO法人・運輸支局などの代表が集

まり協議を行う「千葉市福祉有償運送運営協議会」を開催する。
令和２年度から実施している福祉有償運送を行うNPO法人等の立上げ及び運営事業費に対する補助事業（モデル事業）の効果検証を行う。
※一人では公共交通機関を利用することが困難な移動制約者（身体障害者や要介護者等）に対して、NPO法人等が提供する輸送サービス

【No.56 階段の昇り降りが困難な高齢者等への支援】
単独で階段を昇り降りすることが困難な高齢者等を対象に階段昇降のサポートを行うNPO法人等に対して、階段昇降機の取得・運用経費

等の助成を実施する。

制度の検討

モデル事業継続 効果検証 継続実施

階段昇降機イメージ
（公益財団法人テクノエイド協会様提供）

効果検証 継続実施モデル事業の実施
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２ 個別施策
目標 ⑦移動に困難を抱える「方々」へのアウトリーチ 取組に関係する交通モード

施策 S．移動しやすい環境を創出する

①施策の目的

移動に困難を抱えるお一人お一人の事情（居住環境、家族）に寄り添った幅広い取組を検討し、実施・支援する。

②取組の内容

③主な実施エリア 市内全域（事前に福祉タクシー協力機関の指定がされていれば市外も可。）

④取組の主体・役割

【No.57 重度障害者（児）等への福祉タクシー利用助成】

千葉市 •利用料金の助成（請求に基づく支払）

交通事業者
•福祉タクシー利用券使用者への輸送サービス提供
•助成金の請求

市民・企業

その他

⑤想定スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

【No.57 重度障害者（児）等への
福祉タクシー利用助成】

【No.57 重度障害者（児）等への福祉タクシー利用助成】
重度の障害者（児）等がタクシーを利用する場合に、使用できる福祉タクシー利用券を交付すること

によって、その運賃又は障害者割引運賃の一部を助成し、社会活動の範囲を広め、福祉の増進を図る。

事業継続

運賃が2,600円以下の場合 運賃が2,600円を超える場合

半額（10円未満切上）を助成 1,300円を助成

運賃が11,000円以下の場合 運賃が11,000円を超える場合

半額（10円未満切上）を助成 5,500円を助成

一般タクシー（黄色券）

リフト付きタクシー（水色券）

※ただし、所得制限（本人、配偶者及び扶養義務者）あり

※年間交付上限60枚だが、要件を満たす対象者は追加交付あり
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